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宮沢賢治の文学活動の出発点は、短歌だった。盛岡中学生の頃から 24 歳頃まで

短歌を制作し、その後も若干の短歌を作っている。賢治は、二つの歌集原稿をの

こした。一つは主に妹トシが筆記したもので「歌稿Ａ」と呼ばれる。その「歌稿Ａ」

に手を入れて賢治自身が書いたものは「歌稿Ｂ」と呼び分けられている。本書では、

歌稿（Ａ・Ｂ）のほか、雑誌発表の短歌、書簡中の短歌、原稿断片等の中の短歌、

童話の中の短歌から百首を選び、関連の作品ともに評釈した。
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［評釈］宮沢賢治短歌百選（上・下）

各 1,250 円（税込み）
Amazon サイトでご購入ください。

3,3,00 円（本体 3,000 円＋税）本書は、短歌に詠み込まれた仏教用語・科学用

語、植物、星、岩石などの事物、童話や詩など

他作品との関連等を明らかにして、作品の鑑賞

に資することを目指しています。賢治の短歌に

親しんでいただくとともに、賢治への理解を深

めていただくための一助となれば幸いです。

（「はじめに── 宮沢賢治の短歌について」より）
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は
じ
め
に
─
─ 

宮
沢
賢
治
の
短
歌
に
つ
い
て

　　　　

宮
沢
賢
治
研
究
会
で
は
、
会
誌
『
賢
治
研
究
』
が
令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
八
月
に
一
五
〇
号
の
刊
行
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
年
６
回
、
奇
数
月
の
第
一
土
曜
日
に
実
施
す
る
読
書
会
で
賢
治
の
短
歌
を
読
み
続
け

て
き
た
成
果
を
形
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、『［
評
釈
］
宮
沢
賢
治
短
歌
百
選
』
を
出
版
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

宮
沢
賢
治
と
い
う
と
、
詩
人
、
童
話
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
賢
治
の
文
学
活
動
の
出
発
点
は
短

歌
で
し
た
。
賢
治
は
、
明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
、
十
四
歳
（
盛
岡
中
学
二
年
生
）
の
頃
か
ら
短
歌
の
創
作

を
始
め
、
二
十
四
歳
で
上
京
中
の
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月
頃
ま
で
短
歌
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
大
正
九
、十
年

頃
か
ら
童
話
、
大
正
十
一
年
頃
か
ら
口
語
詩
の
創
作
が
始
ま
り
、
短
歌
の
制
作
は
ほ
ぼ
終
息
し
ま
す
が
、
そ
の
後
も
賢

治
は
、
短
歌
の
推
敲
や
改
作
を
続
け
、
ま
た
、
絶
筆
の
二
首
な
ど
若
干
の
短
歌
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

賢
治
は
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
在
学
中
に
日
記
代
わ
り
に
短
歌
を
書
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と

き
の
原
稿
（
ウ
ル
原
稿
）
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ウ
ル
原
稿
を
も
と
に
、
賢
治
の
短
歌
を
整
理
し
て
浄
書
し
た
も
の

と
し
て
、「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
歌
集
（
歌
稿
）
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
「
歌
稿
Ａ
」
は
、
表
紙
に
「
歌
稿
／
明
治
四
十
四
年　

ヨ
リ
／
大
正
九
年
春　

マ
デ
」
と
書
か
れ
、
そ
の
時
期
を
題

材
と
し
た
短
歌
が
全
て
一
行
書
き
で
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
妹
の
ト
シ
が
筆
写
し
た
も
の
で
、
一
部
に
妹
シ
ゲ
と

賢
治
自
身
の
筆
写
し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
大
正
九
年
夏
頃
に
成
立
し
た（
筆
写
さ
れ
た
）と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。「
歌



稿
Ａ
」
の
裏
表
紙
に
は
、「
岩
手
県
平
民
／
宮
澤
賢
治
／
二
十
五
才
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
歌
稿
Ｂ
」
は
、
第
一
葉
に
「
歌
稿
」「
明
治
四
十
四
年
一
月
よ
り
」
な
ど
と
記
入
さ
れ
、「
歌
稿
Ａ
」
と
同
じ
時
期

を
題
材
と
し
た
短
歌
に
「
大
正
十
年
四
月
」
の
短
歌
群
を
加
え
た
も
の
が
、多
く
は
多
行
書
き
（
行
わ
け
、分
か
ち
書
き
）

で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
賢
治
自
身
が
「
歌
稿
Ａ
」
を
も
と
に
浄
書
し
た
も
の
で
、
大
正
十
年
秋
頃
か
ら
大
正
十
一
年
の

秋
頃
ま
で
に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
新
校
本
全
集
』
で
は
、「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
の
短
歌
に
通
し
番
号
を
付
け
て
お
り
、
両
歌
稿
の
同
じ
短
歌
は
、

同
じ
番
号
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
歌
稿
Ａ
」
に
あ
っ
て
「
歌
稿
Ｂ
」
に
は
採
ら
れ
な
か
っ
た
短
歌
や
、「
歌
稿
Ｂ
」
の

み
に
存
在
す
る
短
歌
も
あ
り
ま
す
。「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
は
、第
一
形
態
が
成
立
し
た
後
も
、賢
治
に
よ
る
推
敲
（
手

入
れ
）
が
な
さ
れ
、
削
除
や
破
棄
を
さ
れ
た
短
歌
も
あ
れ
ば
、
追
加
さ
れ
た
短
歌
や
、
推
敲
過
程
で
新
た
に
触
発
さ

れ
作
成
さ
れ
た
短
歌
（
派
生
歌
）
も
あ
り
ま
す
。「
歌
稿
Ｂ
」
で
は
、
後
か
ら
、
冒
頭
に
〔
明
治
四
十
四
年
四
月
よ
り
〕

の
短
歌
群
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
追
加
歌
や
派
生
歌
は
、
例
え
ば
歌
稿
Ｂ
583
と
歌
稿
Ｂ
584
の
間
に
書
き
加
え
ら
れ
た

場
合
は
、
歌
稿
Ｂ
ａ583 

584
と
い
う
番
号
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、「
歌
稿
Ｂ
」
で
は
、
三
割
近
く
の
短
歌
に
斜
線
が

引
か
れ
て
い
ま
す
が
、削
除
の
意
の
×
印
と
は
別
の
印
か
も
し
れ
な
い
の
で
、新
校
本
全
集
で
は
、本
文
末
尾
に
〔
斜
線
〕

と
記
載
し
、
削
除
さ
れ
た
短
歌
と
は
区
別
し
て
い
ま
す
。

　
「
歌
稿
Ａ
」
の
後
に
「
歌
稿
Ｂ
」
が
成
立
し
て
い
る
た
め
、同
じ
番
号
の
短
歌
は
、概
ね
「
歌
稿
Ｂ
」
の
方
が
新
し
い
（
後

に
書
か
れ
た
）
と
い
え
ま
す
が
、「
歌
稿
Ｂ
」
の
成
立
後
に
「
歌
稿
Ａ
」
の
推
敲
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
歌
稿
Ａ
」

の
手
入
れ
後
の
最
終
形
態
が
、「
歌
稿
Ｂ
」
の
同
番
号
の
短
歌
よ
り
も
新
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

賢
治
の
短
歌
に
は
、「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
の
ほ
か
に
、「
雑
誌
発
表
の
短
歌
」「
書
簡
中
の
短
歌
」「
原
稿
断
片
等



の
中
の
短
歌
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
、
新
校
本
全
集
で
、
135
と
い
う
よ
う
な
斜
体
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」

に
入
っ
て
い
な
い
短
歌
も
相
当
数
あ
り
ま
す
。「
雑
誌
発
表
の
短
歌
」は
、盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
在
学
中
、同
校
の『
校

友
会
会
報
』
や
同
人
誌
『
ア
ザ
リ
ア
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
書
簡
中
の
短
歌
」
は
、
主
に
『
ア
ザ
リ
ア
』

の
同
人
で
賢
治
の
親
友
で
あ
る
保
阪
嘉
内
宛
の
手
紙
の
中
に
書
か
れ
た
短
歌
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
時
期
的
に
は
「
歌

稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
よ
り
も
前
の
も
の
で
す
の
で
、「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
に
採
ら
れ
て
い
て
異
同
が
あ
る
場
合
、「
雑

誌
発
表
の
短
歌
」「
書
簡
中
の
短
歌
」
の
方
が
、
ウ
ル
原
稿
に
近
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
原
稿
断
片
等
の
中
の
短
歌
」

は
、
手
帳
や
ノ
ー
ト
、
他
作
品
の
原
稿
や
紙
片
等
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
童
話
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
短
歌
も
あ
り
ま
す
。「
歌
稿
Ａ
」「
歌
稿
Ｂ
」
の
中
に
あ
る
短
歌
が
童
話

に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
作
品
（「
沼
森
」「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
な
ど
）
も
あ
り
ま
す
が
、「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」

に
お
い
て
鹿
た
ち
の
歌
う
短
歌
な
ど
は
、
童
話
執
筆
に
伴
っ
て
新
た
に
制
作
さ
れ
た
短
歌
で
す
。

　

賢
治
の
短
歌
に
は
、
そ
の
後
の
童
話
や
詩
に
表
現
さ
れ
る
主
題
や
モ
チ
ー
フ
な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
前
述
の

よ
う
に
、
短
歌
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
童
話
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
烏
の
北
斗
七
星
」「
ガ
ド

ル
フ
の
百
合
」「
原
体
剣
舞
連
」
な
ど
、
短
歌
に
詠
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
作
品
に
描
か
れ
て
い
た
り
、
短
歌
を
も
と

に
改
作
し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
も
、
ケ
ン
タ
ウ
ル
祭
や
赤
い
腕
木
の
電
信
柱

な
ど
、
短
歌
に
詠
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
賢
治
は
、
晩
年
に
文
語
詩
を
創
作
し
て
い
ま
す
が
、

文
語
詩
も
短
歌
か
ら
改
作
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、「
歌
稿
Ｂ
」
に
は
、
文
語
詩
へ
の
改
作
を
試
み
た
手
入
れ
の
跡
が



多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

賢
治
の
短
歌
に
つ
い
て
は
、
詩
や
童
話
に
発
展
し
て
い
く
賢
治
文
学
の
出
発
点
と
し
て
の
意
義
を
捉
え
ら
れ
る
こ

と
が
多
く
、
短
歌
自
体
と
し
て
は
「
若
書
き
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
っ
た
評
価
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
賢
治
短
歌
の

特
性
や
独
自
性
な
ど
を
評
価
し
て
考
察
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
賢
治
の
短
歌
に
は
、
一
般
の
短
歌
の
概
念
に
収
ま

ら
な
い
特
異
な
感
覚
等
も
み
ら
れ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

本
書
で
は
、
賢
治
短
歌
の
概
論
や
作
品
の
良
否
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
選
出
し
た
百
首
の
短
歌
に
つ
い
て
、
作

品
の
背
景
に
あ
る
伝
記
的
事
実
や
、
短
歌
に
詠
み
込
ま
れ
た
仏
教
用
語
・
科
学
用
語
、
植
物
、
星
、
岩
石
な
ど
の
事
物
、

童
話
や
詩
な
ど
他
作
品
と
の
関
連
等
を
明
ら
か
に
し
て
、
作
品
の
鑑
賞
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
賢
治

の
短
歌
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
賢
治
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
宮
沢
賢
治
研
究
会
会
長　

村
上
英
一
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に
ら
む
も
の
あ
り
う
し
ろ
よ
り
（
歌
稿
Ｂ
79
）　

山
崎
善
男　
76

　
　
　

大
正
三
年
四
月

14 

ち
ば
し
れ
る
／
ゆ
み
は
り
の
月
／
わ
が
窓
に
（
歌
稿
Ｂ
94
）　

鈴
木
健
司　
81

15 

熱
去
り
て
わ
れ
は
ふ
た
ゝ
び
生
れ
た
り
（
歌
稿
Ａ
98
）　

私
市
保
彦　
86

16 

目
を
つ
ぶ
り
チ
ブ
ス
の
菌
と
戦
へ
る
（
歌
稿
Ａ
108
）　

信
時
哲
郎　
90

17 

十
秒
の
碧
き
ひ
か
り
の
去
り
た
れ
ば
（
歌
稿
Ｂ
111
）　

森 
義
真　
94

18 

粘
膜
の
／
赤
き
ぼ
ろ
き
れ
／
の
ど
に
ぶ
ら
さ
が
れ
り
（
歌
稿
Ｂ
115
）　

宮
澤
哲
夫　
99

19 

雲
は
は
や
夏
型
と
な
り
熱
去
り
し
（
歌
稿
Ａ
117
）　

大
沢
正
善　
106　



20 
蛭
が
取
り
し
血
の
か
な
だ
ら
ひ
／
日
記
帳
（
歌
稿
Ｂ
121
）　

外
山  

正　
110

21 
あ
た
ま
重
き
／
ひ
る
は
さ
び
し
く
／
錫
い
ろ
の
（
歌
稿
Ｂ
147
）　

宮
澤
哲
夫　
117

22 

対
岸
に
／
人
、
石
を
つ
む
／
人
、
石
を
（
歌
稿
Ｂ
153
）　

富
山
英
俊　
122

23 

な
つ
か
し
き
／
地
球
は
い
づ
こ
／
い
ま
は
は
や
（
歌
稿
Ｂ
159
）　

村
上
英
一　
127

24 

な
に
の
た
め
に
／
も
の
を
く
ふ
ら
ん
／
そ
ら
は
熱
病
（
歌
稿
Ｂ
162
）　

宮
澤
哲
夫　
132　

25 

目
は
紅
く
／
関
折
多
き
動
物
が
（
歌
稿
Ｂ
166
）　

大
塚
常
樹　
140

26 

こ
の
世
界
／
空
気
の
代
り
に
水
よ
み
て
（
歌
稿
Ｂ
168
）　

本
田
裕
子　
147

27 

い
さ
ゝ
か
の
奇
蹟
を
起
す
力
欲
し
（
歌
稿
Ａ
170
）　

石
島
崇
男　
153

28 

城
址
の
／
あ
れ
草
に
卧
て
こ
ゝ
ろ
む
な
し
（
歌
稿
Ｂ
176
）　

秋
枝
美
保　
157

29 

し
や
が
咲
き
て
／
き
り
さ
め
降
り
て
／
旅
人
は
（
歌
稿
Ｂ
186
）　

小
林
俊
子　
162

30 

い
な
び
か
り
／
ま
た
む
ら
さ
き
に
ひ
ら
め
け
ば
（
歌
稿
Ｂ
193
）　

青
木
静
枝　
168

31 

夏
り
ん
ご
／
す
こ
し
な
ら
べ
て
つ
ゝ
ま
し
く
（
歌
稿
Ｂ
209
）　

秋
枝
美
保　
174

32 

空
し
ろ
く
／
銀
の
河
岸
の
製
板
所
（
歌
稿
Ｂ
218
）　

森
本
智
子　
179

33 

あ
ま
の
邪じ

や
く鬼
／
金
の
め
だ
ま
の
や
る
せ
な
く
（
歌
稿
Ｂ
223
）　

村
上
英
一　
186

　
　
　

大
正
四
年
四
月



34 
か
ゞ
や
け
る
／
か
れ
草
丘
の
ふ
も
と
に
て
（
歌
稿
Ｂ
231
）　

松
行
彬
子　
191

35 
し
め
や
か
に
／
木
の
芽
ほ
ご
る
ゝ
た
そ
が
れ
に
（
歌
稿
Ｂ
238
）　

相
原 

勝　
196

36 

り
ん
ご
の
樹
／
ボ
ル
ド
ウ
液
の
霧
ふ
り
て
（
歌
稿
Ｂ
248
）　

栗
原
文
子　
202

37 

本
堂
の
／
高
座
に
島
地
大
等
の
（
歌
稿
Ｂ
ａ255 

256
）　

村
上
英
一　
205

　
　
　

大
正
五
年
三
月
よ
り　

38 

明
滅
の
／
海
の
き
ら
め
き　

し
ろ
き
夢
（
歌
稿
Ｂ
262
）　

李
啓
三　
209

39 

輝
石
た
ち
／
こ
ゝ
ろ
せ
わ
し
く
別
れ
を
ば
（
歌
稿
Ｂ
268
）　

加
藤
碵
一　
217

40 

浅
草
の
／
木
馬
に
乗
り
て
／
哂
ひ
つ
ゝ 

（
歌
稿
Ｂ
275
）　

相
原 

勝　
222

41 

ブ
ジ
ェ
ー
師
よ
／
か
の
に
せ
も
の
の
赤
富
士
を
（
歌
稿
Ｂ
ａ280 

281
）　

中
地 

文　
 227

42 

か
く
こ
う
の
／
ま
ね
し
て
ひ
と
り
行
き
た
れ
ば 

（
歌
稿
Ｂ
312
）　

構 

大
樹　
231

43 

い
ま
は
い
ざ
／
僧
堂
に
入
ら
ん
／
あ
か
つ
き
の
、（
歌
稿
Ｂ
319
）　

小
田
部
耕
二　
238

　
　
　

大
正
五
年
七
月

44 

こ
の
丘
の
／
い
か
り
は
わ
れ
も
知
り
た
れ
ど
（
歌
稿
Ｂ
337
）　

青
木
静
枝　
242

45 

う
た
ま
ろ
の
／
乗
合
ぶ
ね
の
前
に
来
て
（
歌
稿
Ｂ
344
）　

杉
浦  
静　
249

46 

こ
の
坂
は
霧
の
な
か
よ
り
／
お
ほ
い
な
る
（
歌
稿
Ｂ
346
）　

信
時
哲
郎　
255



47 

東
京
よ
／
こ
れ
は
九
月
の
青
り
ん
ご
（
歌
稿
Ｂ
349
）　

小
関
和
弘　
259

48 
ほ
し
の
夜
を
／
い
な
び
か
り
す
る
三
み
ね
の
（
歌
稿
Ｂ
352
）　

大
明 

敦　
265

49 
信
夫
山
は
な
れ
て
行
け
る
機
関
車
の
（
歌
稿
Ｂ
362
）　

小
関
和
弘　
269

50 

夜
の
底
に
／
霧
た
ゞ
な
び
き
／
燐
光
の
（
歌
稿
Ｂ
365
）　

宮
川
健
郎　
276

　
　
　

大
正
五
年
十
月
よ
り

51 

あ
け
が
た
の
食
堂
の
窓
／
そ
ら
し
ろ
く
（
歌
稿
Ｂ
366
）　

宮
川
健
郎　
279　

52 「
青
空
の
脚
」
と
い
ふ
も
の
／
ふ
と
過
ぎ
た
り
（
歌
稿
Ｂ
391
）　

大
島
丈
志　
284

53 

い
ま
い
ち
ど
／
空
は
ま
つ
か
に
燃
え
に
け
り
（
歌
稿
Ｂ
392
）　

李
啓
三　
289

54 

学
校
の
郵
便
局
の
局
長
は
（
歌
稿
Ｂ
393
）　

構 

大
樹　
296

55 「
何な

ん

の
用よ

だ
。」
／
「
酒さ

げ

の
伝
票
。」
／
「
誰だ

れ

だ
。
名
は
。」（
歌
稿
Ｂ
415
）　

外
山 

正　
303

56 

シ
ベ
リ
ア
の
汽
車
に
乗
り
た
る
こ
ゝ
ち
に
て
（
歌
稿
Ｂ
421
）　

小
関
和
弘　
311

57 

つ
ゝ
ま
し
き
／
白
め
り
や
す
の
手
袋
と
（
歌
稿
Ｂ
425
）　

本
田
裕
子　
318

58 

東
京
の
／
光
の
渣
に
わ
か
れ
ん
と
（
歌
稿
Ｂ
429
）　

相
原 
勝　
323

　
　
　

大
正
六
年
一
月　

一
九
一
七
年

59 

わ
る
ひ
の
き
／
ま
ひ
る
み
だ
れ
し
わ
る
ひ
の
き
（
歌
稿
Ｂ
435
）　

坪
谷
卓
浩　
329　



　
　
　

大
正
六
年
四
月

60 
ベ
ム
ベ
ロ
は
よ
き
名
な
ら
ず
や
／
ベ
ム
ベ
ロ
の
（
歌
稿
Ｂ
453
）　

松
岡
康
子　
333

61 

雲
と
ざ
す
／
き
り
や
ま
だ
け
の
柏
ば
ら
（
歌
稿
Ｂ
457
）　

坪
谷
卓
浩　
337

62 

わ
が
う
る
わ
し
き
／
ド
イ
ツ
た
う
ひ
は
／
と
り
行
き
て
（
歌
稿
Ｂ
ａ

 

461 

462
）　

松
行
彬
子　
341

63 

さ
く
ら
ば
な
／
日
詰
の
駅
の
さ
く
ら
ば
な
（
歌
稿
Ｂ
473
）　

小
関
和
弘　
345

64 

お
き
な
草
／
と
り
て
示
せ
ど
七
つ
森
（
歌
稿
Ｂ
488
）　

須
長
裕
子　
351

　
　
　

大
正
六
年
五
月

65 

お
き
な
ぐ
さ
／
ふ
さ
ふ
さ
の
び
て
／
青
ぞ
ら
に
（
歌
稿
Ｂ
504
）　

小
田
部
耕
二　
356

66 

あ
ま
の
川
／
ほ
の
ぼ
の
白
く
わ
た
る
と
き
（
歌
稿
Ｂ
525
）　

李
啓
三　
362　

67 

豆
い
ろ
の
坊
主
と
な
り
て
七
つ
森
（
歌
稿
Ｂ
536
）　

中
谷
俊
雄　
369

68 

夜
明
げ
に
は
／
ま
だ
間
あ
る
の
に
／
下
の
は
し
（
歌
稿
Ｂ
537
）　

大
島
丈
志　
374

　
　
　

大
正
六
年
七
月
よ
り

69 

よ
る
の
そ
ら
／
ふ
と
あ
ら
は
れ
て
／
か
な
し
き
は
（
歌
稿
Ｂ
541
）　

大
明 

敦　
380

70 

雲
の
海
の
／
上
に
凍
り
し
／
琥
珀
の
そ
ら
（
歌
稿
Ｂ
548
）　

李
啓
三　
385

71 

岩
手
や
ま
／
い
た
ゞ
き
に
し
て
／
ま
し
ろ
な
る
（
歌
稿
Ｂ
550
）　

信
時
哲
郎　
392



72 
う
る
は
し
き
／
海
の
び
ら
う
ど　

褐
昆
布
（
歌
稿
Ｂ
560
）　

栗
原 

敦　
396

73 
よ
り
そ
ひ
て
／
あ
か
き
う
で
木
を
つ
ら
ね
た
る
（
歌
稿
Ｂ
578
）　 

正
海
澄
恵　
399

74 

岩
鐘
の
ま
く
ろ
き
脚
に
あ
ら
は
れ
て
（
歌
稿
Ｂ
ａ583 

584
）　

加
藤
碵
一　
404

75 

雲
ひ
く
き
／
青
山
つ
ゞ
き
さ
び
し
さ
は
（
歌
稿
Ｂ
585
）　

須
長
裕
子　
408

76 

う
す
月
に
／
か
が
や
き
い
で
し
踊
り
子
の
（
歌
稿
Ｂ
593
）　

伊
藤
卓
美　
413

77 

オ
ー
パ
ル
の
／
雲
に
つ
ゝ
ま
れ
／
秋
草
と
（
歌
稿
Ｂ
598
）　

加
藤
碵
一　
420

78 

み
ち
の
く
の
／
種
山
ヶ
原
に
燃
ゆ
る
火
の
（
歌
稿
Ｂ
ａ602 

603
）　

中
谷
俊
雄　
425

79 

け
は
し
く
も
／
刻
む
こ
ゝ
ろ
の
み
ね
み
ね
に
（
歌
稿
Ｂ
640
）　

杉
浦 

静　
429

　
　
　

大
正
七
年
五
月
よ
り　

80 

暮
れ
や
ら
ぬ　

黄シ
ト
リ
ン

水
晶
の
そ
ら
に
／
青
み
わ
び
て
（
歌
稿
Ｂ
646
）　

加
藤
碵
一　
438

81 

ほ
し
ぞ
ら
は
／
し
づ
に
め
ぐ
る
を
／
わ
が
こ
ゝ
ろ
（
歌
稿
Ｂ
668
）　

佐
藤
栄
二　
442　

82 

あ
ゝ
こ
は
こ
れ
い
づ
ち
の
河
の
け
し
き
ぞ
や
（
歌
稿
Ａ
680
）　

渡
辺
福
實　
448

83 「
聞
け
よ
」（” H

öre,“

）
／
ま
た
、
／
月
は
か
た
り
ぬ
／
や
さ
し
く
も
（
歌
稿
Ｂ
690
）　

梅
田
え
り
か　
456

84 

錫
病
の
／
そ
ら
を
か
ら
す
が
／
二
羽
飛
び
て
（
歌
稿
Ｂ
704
）　

梅
田
え
り
か　
464

　
　
　

大
正
八
年
八
月
よ
り　



85 
銀
の
夜
を
／
虚
空
の
ご
と
く
な
が
れ
た
る
（
歌
稿
Ｂ 

719
）　

本
田
裕
子　
473

86 
み
か
づ
き
は
／
幻
師
の
ご
と
く
よ
そ
ほ
ひ
て
（
歌
稿
Ｂ
723
）　

松
岡
康
子　
479

87 

サ
イ
プ
レ
ス
／
忿
り
は
燃
え
て
／
天
雲
の
（
歌
稿
Ｂ
759
）　

尾
崎
道
明　
483

　
　
　

大
正
十
年
四
月

88 

杉
さ
か
き　

宝
樹
に
そ
ゝ
ぐ　

清せ
い

と
う
の
（
歌
稿
Ｂ
763
）　

正
海
澄
恵　
492

89 

か
ゞ
や
き
の
雨
を
い
た
ゞ
き
大
神
の
（
歌
稿
Ｂ
764
）　

私
市
保
彦　
497　

90 

ね
が
は
く
は　

妙
法
如
来
正
徧
知
（
歌
稿
Ｂ
775
）　

深
田
愛
乃　
502

91 

み
づ
う
み
は
夢
の
中
な
る
碧
孔
雀
（
歌
稿
Ｂ
783
）　

浜
垣
誠
司　
508

92 

父
と
ふ
た
り
い
そ
ぎ
て
伊
勢
に
詣
る
な
り
、（
歌
稿
Ｂ
801
）　

大
角 

修　
517

93 

雲
ひ
く
く　

桜
は
青
き
夢
の
列つ

ら
（
歌
稿
Ｂ
810
）　

宮
澤
俊
司　
525

　
　

雑
誌
発
表
・
書
簡
・
原
稿
断
片
等
・
童
話
の
中
の
短
歌

94 

あ
め
つ
ち
に　

た
ヾ
ち
り
ほ
ど
も　

菩
薩
た
ち
（
82
『
校
友
会
会
報
』）　

杉
浦 

静　
534　

95 

春
す
ぎ
て　

か
が
や
き
わ
た
る　

あ
め
つ
ち
に
（
83
『
校
友
会
会
報
』）　

大
竹
智
美　
543



96 
つ
く
づ
く
と
「
粋
な
も
や
う
の
博
多
帯
」（
158　

書
簡
中
の
短
歌
）　

加
藤
碵
一　
547

97 
塵
点
の
／
劫
を
し
／
過
ぎ
て
／
い
ま
し
こ
の
（
257
〔
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
〕）　

深
田
愛
乃　
551

98 

あ
は
れ
赤
き
／
た
う
も
ろ
こ
し
の
／
毛
を
と
り
て
（
261
〔
童
話
「
畑
の
へ
り
」
裏
表
紙
〕）　

小
田
部
耕
二　
558

99 

方
十
里
稗
貫
の
み
か
も
／
稲
熟
れ
て
（
270
〔
絶
筆
〕）　

大
角 

修　
562

100 

ぎ
ん
が
ぎ
が
の
／
す
す
ぎ
の
中な

が

さ
立た

ぢ
あ
が
る
（
童
話
「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」
か
ら
）　

富
山
英
俊　
570

　　
　

短
歌
の
読
書
会
に
つ
い
て　
宮
沢
賢
治
研
究
会
前
事
務
局
長　

山
崎
善
男　
575

　
　

宮
沢
賢
治
短
歌
に
つ
い
て
の
主
要
参
考
文
献　
579

　
　

編
集
後
記　
589

　　
　
凡
例

　

＊
目
次
に
は
各
歌
の
上
の
句
を
と
る
。

　

＊
宮
沢
賢
治
の
作
品
等
は
『【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
筑
摩
書
房
に
よ
る
。

　

＊
『【
新
】
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
は
『
新
校
本
全
集
』
と
略
称
す
る
。

　

＊
引
用
文
中
の
／
は
改
行
を
示
す
。

　

＊
『
新
校
本
全
集
』
で
原
文
に
補
足
さ
れ
て
い
る
〔　

〕
表
記
は
省
く
。
例
＝
〔
か
〕
が
や
き
て
→
か
が
や
き
て　



16

　
　
　
〔
明
治
四
十
二
年
四
月
よ
り
〕

　　　　　
　

父
よ
父
よ
な
ど
て
舎
監
の
前
に
し
て
か
の
と
き
銀
の
時
計
を
捲
き
し   （
歌
稿
Ｂ
０ｂ１
）

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原 

敦

 　　

こ
の
短
歌
の
成
立
を
述
べ
る
た
め
に
も
、
宮
沢
賢
治
の
「
歌
稿
」
と
題
さ
れ
た
二
種
の
稿
本
に
つ
い
て
、
寸
描
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
詳
細
は
、『
新
校
本
全
集
』
第
一
巻
「
校
異
篇
」（
筑
摩
書
房
、一
九
九
六
年
）
を
参
照
願
い
た
い
が
、

一
種
は
表
紙
に
「
歌
稿
」（
カ
コ
ウ
と
ル
ビ
付
き
）、「
明
治
四
十
四
年　

ヨ
リ
」、「
大
正
九
年
春　

マ
デ
」
と
三
行
に

わ
た
っ
て
毛
筆
に
よ
り
賢
治
自
筆
で
書
か
れ
た
も
の
。
用
箋
は
こ
の
表
紙
を
含
め
宮
沢
家
自
家
製
罫
紙
、計
四
十
八
葉
。

も
う
一
種
は
、
市
販
の
黒
ク
ロ
ー
ス
表
紙
で
綴
じ
ら
れ
、
歌
稿
本
文
は
「
10 

20（
広
）
イ
ー
グ
ル
印
原
稿
紙
」（
四
〇
〇

字
詰
）
百
七
十
二
枚
の
も
の
。
こ
の
二
種
を
区
別
す
る
た
め
に
、旧
『
校
本
全
集
』（
筑
摩
書
房
、一
九
七
三
年
）
以
来
、

前
者
を
「
歌
稿
Ａ
」、
後
者
を
「
歌
稿
Ｂ
」
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
賢
治
生
前
に
印
刷
・
刊
行
さ
れ
る

に
至
ら
ず
、「
歌
稿
」
の
ま
ま
、
稿
本
と
し
て
残
さ
れ
た
。

001



歌稿　〔明治四十二年四月より〕17

　
「
歌
稿
Ａ
」
の
筆
写
者
は
賢
治
の
妹
ト
シ
（「
歌
稿
」

部
分
の
四
十
葉
ま
で
）、
そ
の
次
妹
シ
ゲ
（
四
十
一

葉
か
ら
四
十
三
葉
の
途
中
ま
で
）、
以
降
が
賢
治
で

あ
る
。
加
筆
は
数
次
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
ト
シ
、

シ
ゲ
の
筆
写
部
分
は
筆
写
途
中
の
誤
り
の
訂
正
が
ほ

と
ん
ど
で
、
推
敲
や
訂
正
の
加
筆
、
削
除
は
す
べ
て

賢
治
で
あ
る
。

　
「
歌
稿
Ｂ
」
の
記
載
は
す
べ
て
賢
治
自
身
に
よ
る
。

第
一
形
態
は
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
で
書
か
れ
て

い
る
。
各
短
歌
は「
歌
稿
Ａ
」の
一
行
書
き
と
異
な
っ

て
、
多
く
の
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
の
行
数
に
分
か
ち
書
き

さ
れ
て
い
る
。
年
月
の
見
出
し
は
「
明
治
四
十
四
年

一
月
よ
り
」
の
項
か
ら
「
大
正
十
年
四
月
」
の
項
ま

で
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
数
次
に
わ
た
る
手
入

れ
が
重
ね
ら
れ
、
推
敲
、
改
作
、
独
立
し
た
新
し
い

短
歌
の
挿
入
、
文
語
詩
へ
の
改
作
の
跡
も
多
く
見
ら

れ
る
。
要
す
る
に
、
残
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
本

文
形
態
は
、
手
入
れ
な
ど
の
経
緯
を
表
し
て
い
る
の

歌稿Ａ　第 2 葉（本文冒頭）
筆写者は妹トシ。手入れは賢治。資料提供：宮沢賢治記念館　
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で
、
各
形
態
が
そ
の
ま
ま
配
置
を
示
す
期
間
に
書
か
れ
た

姿
を
示
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

　

さ
て
、
賢
治
に
よ
る
数
次
に
わ
た
る
手
入
れ
や
追
補

の
折
に
、「
第
一
葉
の
左
半
分
の
余
白
を
用
い
て
、
短
歌

十
二
首
が
鉛
筆
で
追
補
さ
れ
た
。題
材
の
内
容
か
ら
見
て
、

「
明
治
四
十
四
年
一
月
」
を
遡
る
、
賢
治
が
岩
手
県
立
盛

岡
中
学
校
に
入
学
し
た
一
年
次
と
二
年
次
の
体
験
に
取
材

し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
は
確
実
な
の
で
、旧
『
校
本
全
集
』

編
纂
委
員
が
新
た
に
〔　

〕
を
付
し
て
「〔
明
治
四
十
二

年
四
月
よ
り
〕」
の
見
出
し
を
つ
け
て
掲
出
す
る
こ
と
に

な
っ
た
（『
新
校
本
全
集
』
も
こ
れ
を
踏
襲
）。
本
欄
で
取

り
あ
げ
る
短
歌
は
、
追
補
さ
れ
た
こ
の
十
二
首
の
第
二
作

目
に
あ
た
る
も
の
な
の
で
、
以
上
の
経
緯
を
説
明
し
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
歌
稿
Ｂ
」
の
冒
頭
に
こ
れ
ら
が

配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
宮
沢
賢
治
の
短
歌
制
作
が
、
文
字

通
り
の
意
味
で
こ
の
時
期
（
明
治
四
十
二
年
四
月
）
に
始

ま
っ
て
い
る
、
と
即
断
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い

歌稿Ｂ　第 1 葉　筆記は賢治自身。資料提供：宮沢賢治記念館　
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う
こ
と
で
も
あ
る
。「
歌
稿
Ｂ
」
が
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
で
成
立
し
た
後
、
鉛
筆
に
よ
る
全
面
的
な
手
入
れ
が
行

わ
れ
た
際
に
、
中
学
校
一
年
次
と
二
年
次
の
忘
れ
が
た
い
記
憶
を
元
に
追
補
さ
れ
た
も
の
、
と
み
る
の
が
穏
や
か
な
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
（
注
）。

　

賢
治
の
祖
父
で
あ
る
宮
沢
家
当
主
喜
助
は
、
息
子
政
次
郎
の
長
子
賢
治
が
小
学
校
を
修
了
し
次
第
、
し
か
る
べ
き
商

家
で
奉
公
修
業
さ
せ
、
家
業
を
継
が
せ
る
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
明
治
維
新
頃
に
分
家
し
て
、
苦
労
し
な
が
ら
徐
々
に

質
・
古
着
商
の
家
業
を
整
え
て
き
た
喜
助
だ
が
、
十
代
か
ら
喜
助
を
支
え
て
、
積
極
的
な
働
き
を
し
た
政
次
郎
の
支
え

が
あ
っ
て
商
売
の
安
定
や
発
展
も
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
新
時
代
の
動
向
も
熟
知
し
、
賢
治
の
学
業
成
績
も
優
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
た
父
政
次
郎
の
と
り
な
し
で
、
喜
助
も
賢
治
の
中
学
校
進
学
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

入
学
試
験
開
始
の
前
日
、
三
月
三
十
一
日
に
は
母
イ
チ
が
付
き
添
っ
て
盛
岡
に
出
た
と
い
う
が
、
四
月
四
日
の
合
格

発
表
、
五
日
の
入
学
式
と
続
く
。
入
学
手
続
き
な
ど
以
降
は
父
に
代
わ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
追
補
さ
れ
た
十
二
首

の
冒
頭
は
「
中
の
字
の
徽
章
を
買
ふ
と
つ
れ
だ
ち
て
な
ま
あ
た
た
か
き
風
に
出
で
た
り
」（
歌
稿
Ｂ
ａ０ 

１
）
に
始
ま
っ

て
い
る
が
、
学
帽
や
徽
章
、
制
服
な
ど
を
整
え
に
「
つ
れ
だ
ち
て
」
出
た
の
は
、
第
二
首
に
内
心
の
呼
び
か
け
対
象
と

し
て
登
場
す
る
「
父
」
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
歌
の
第
一
形
態
は
「
父
よ
父
よ
な
ど
て
舎
監
の
前
に
し
て
大
な
る
銀
の
時
計
を
捲
き
し
」
だ
っ
た
。
時
計
の
形

状
の
説
明
（「
大
」
が
意
味
を
も
暗
示
し
て
は
い
る
が
）
の
平
板
さ
よ
り
も
、
振
る
舞
い
の
瞬
間
（
か
の
と
き
）
に
現

れ
た
（
感
じ
取
ら
れ
た
）
見
え
な
い
何
か
に
対
す
る
緊
迫
感
が
、
よ
り
高
め
ら
れ
て
い
る
。「
な
ど
て
」
は
、
な
ぜ
、

ど
う
し
て
と
い
う
原
因
や
理
由
を
問
う
こ
と
ば
だ
が
、
実
際
の
答
え
を
求
め
る
こ
と
よ
り
も
、
嘆
き
や
非
難
に
近
い
感

情
の
吐
露
、
す
な
わ
ち
、
筆
者
の
独
白
な
の
で
あ
る
。

　

鉛
筆
で
の
記
入
と
は
別
に
、
赤
イ
ン
ク
で
「
明
治
四
十
二
年
四
月
十
二
日
／
盛
岡
中
学
校
寄
宿
舎
に
入
る
／
父
に
伴
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は
れ
た
り
、
舎
監
室
〔
の
→
に
て
父
大
な
る
〕
銀
時
計
を
出
し
て
／
一
時
な
り
呟
け
り
」
と
書
き
、
舎
監
の
三
教
師
名

な
ど
が
メ
モ
さ
れ
て
お
り
、題
材
と
な
っ
た
出
来
事
の
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
さ
ら
に
文
語
詩
化
の
試
み
と
し
て「
大

正
四
年
四
月
」の
中
扉
の
左
半
分
の
余
白
を
用
い
て
、こ
の
メ
モ
に
対
応
す
る
文
語
詩「〔
わ
が
父
よ
な
ど
て
か
の
と
き
〕」

（『
新
校
本
全
集
』
第
六
巻
「
補
遺
詩
篇
Ⅱ
」
所
収
）
が
鉛
筆
で
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
恩
賜
の
金
時
計
」
が
帝
国
大
学
の
優
等
生
の
証
し
と
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
銀
の
懐
中
時
計
も
ま
た

相
当
の
成
功
者
の
証
し
と
見
な
さ
れ
る
も
の
。
中
学
校
進
学
へ
の
道
を
開
い
て
く
れ
た
父
で
あ
る
が
、
実
業
者
と
し
て

の
自
身
の
気
負
い
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
振
る
舞
い
と
し
て
、鋭
敏
な
感
受
性
の
持
ち
主
だ
っ
た
息
子
賢
治
に
、

恥
ず
か
し
さ
や
嫌
悪
を
伴
う
よ
う
な
違
和
感
が
印
象
づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
の
中
学
時
代
、
高
農
時
代
、
そ
し
て
「
歌
稿
」

が
編
ま
れ
る
時
に
ま
で
（
や
が
て
は
「
文
語
詩
」
化
に
向
か
う
時
ま
で
）、
問
い
た
だ
し
た
い
よ
う
な
思
い
と
し
て
心

に
刻
ま
れ
た
の
だ
っ
た
ろ
う
。

　　
［
注
］『
新
校
本
全
集
』
第
一
巻
で
の
本
文
の
掲
出
の
仕
方
は
、
残
さ
れ
た
草
稿
の
現
状
を
説
明
す
る
た
め
の
必
要
か
ら
、
他
巻
の
詩
篇
や
童
話

等
の
場
合
と
揃
え
て
、最
終
形
を
本
文
化
し
て
、そ
れ
に
至
る
経
緯
を
校
異
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
い
う
形
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
歌
稿
Ｂ
」
の
最
初
に
賢
治
が
整
え
た
段
階
の
本
文
を
掲
出
し
て
、
そ
の
段
階
を
読
み
味
わ
う
こ
と
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
栗
原
敦
・

杉
浦
静
編
『【
新
編
】
宮
沢
賢
治
歌
集
』（
蒼
丘
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
そ
れ
を
見
や
す
い
形
で
提
示
し
、
そ
の
他
、
賢
治
の
短
歌

の
全
容
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
し
て
、『
新
校
本
全
集
』
で
の
提
示
の
仕
方
を
補
っ
た
。
巻
末
の
「
宮
沢
賢
治
の
短
歌
」（
栗
原
）、「
賢
治
〈
歌

集
〉
と
短
歌
の
そ
の
後
」（
杉
浦
）
で
、
宮
沢
賢
治
の
短
歌
の
生
成
と
そ
の
後
に
つ
い
て
の
解
説
を
付
し
て
い
る
の
で
、『
新
校
本
全
集
』

の
校
異
と
あ
わ
せ
て
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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方
十
里
稗
貫
の
み
か
も

　
　

稲
熟
れ
て
み
祭
三
日　

　
　
　
　
　
　

そ
ら
は
れ
わ
た
る　
270
〔
絶
筆
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
大
角 

修

　　

賢
治
が
三
十
七
歳
の
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
九
月
十
七
日
、
花
巻
の
鳥と

谷や

ヶ
崎さ
き

神
社
の
秋
祭
り
が
始
ま
っ
た
。
そ

れ
か
ら
三
日
間
、
神
輿
が
お
旅
屋
（
仮
に
宿
る
場
所
）
を
め
ぐ
り
、
鹿
お
ど
り
の
行
列
な
ど
が
練
り
歩
く
祭
礼
だ
。
こ

の
年
、
賢
治
は
胸
の
病
の
た
め
に
生
家
の
二
階
の
部
屋
で
臥
せ
て
い
た
。
肺
結
核
の
悪
化
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　
『
新
校
本
全
集
』
第
十
六
巻
（
下
）
の
「
年
譜
」
に
は
、祭
礼
の
初
日
も
二
日
目
も
、賢
治
は
病
を
お
し
て
生
家
の
「
門

の
と
こ
ろ
ま
で
出
た
り
、
店
先
に
す
わ
っ
た
り
、
楽
し
げ
に
ざ
わ
め
き
通
る
人
び
と
や
、
踊
り
ま
わ
る
鹿
お
ど
り
を
見

て
い
た
」
と
い
う
。
最
終
日
の
十
九
日
の
夜
に
は
神
輿
が
神
社
に
還
御
す
る
。
賢
治
は
門
の
と
こ
ろ
へ
出
て
、
夜
八
時

に
家
の
前
を
通
る
神
輿
に
礼
拝
し
た
。
翌
二
十
日
、「
前
夜
の
冷
気
が
き
つ
か
っ
た
か
、
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、
容
体

は
急
変
し
た
。（
中
略
）
急
性
肺
炎
と
の
こ
と
で
あ
る
。
政
次
郎
も
最
悪
の
場
合
を
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
死
に

臨
む
心
の
決け
つ

定じ
ょ
うを

求
め
る
意
味
で
、
親
鸞
や
日
蓮
の
往
生
観
を
語
り
あ
う
」（「
年
譜
」）

　

親
鸞
は
生
家
の
真
宗
お
よ
び
浄
土
真
宗
の
開
祖
で
、
晩
年
に
自じ

然ね
ん

法ほ
う

爾に

を
説
き
、
九
十
歳
で
没
し
た
。
書
簡
・
法
語

集
『
末ま
っ

灯と
う

鈔し
ょ
う』

の
「
自
然
法
爾
の
事
」
に
「「
自
然
」
と
い
ふ
は
、「
自
」
は
お
の
づ
か
ら
と
い
ふ
、
行
者
の
は
か
ら
ひ

に
あ
ら
ず
」（『
浄
土
真
宗
聖
典
』
本
願
寺
出
版
、
一
九
八
八
年
）
と
い
う
。
人
に
は
、
ど
ん
な
人
で
も
救
う
と
誓
っ
た

阿
弥
陀
仏
の
誓
願
（
本
願
）
の
力
が
お
の
ず
か
ら
働
い
て
い
る
。
行
者
（
念
仏
す
る
人
）
の
は
か
ら
い
で
は
な
い
。

099
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日
蓮
は
六
十
一
歳
で
病
没
し
た
が
、「
い
づ
く
に
て
死し
に

候そ
う
ろ
うと
も
、
は
か
を
ば
み
の
ぶ
さ
わ
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
（
ど

こ
で
死
ん
で
も
墓
は
身
延
の
沢
に
つ
く
る
よ
う
に
）」（『
平
成
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
集
』「
波は

木き

井い

殿ど
の

御ご

報ほ
う

」
地
人
館
、

一
九
九
五
年
）
と
言
い
置
い
て
い
た
。
身
延
は
日
蓮
が
晩
年
を
過
ご
し
た
甲
斐
の
山
中
で
、
そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
墓
所

は
身
延
に
造
ら
れ
た
。
そ
の
身
延
を
日
蓮
は
「
日
本
の
霊

り
ょ
う

鷲じ
ゅ

山せ
ん

で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
。
霊
鷲
山
は
釈
迦
が
法
華
経

を
説
い
た
と
さ
れ
る
山
で
、
日
蓮
は
久く

遠お
ん

実じ
つ

成じ
ょ
う（

永
遠
）
の
仏
の
国
と
し
て
「
霊
り
ょ
う

山ぜ
ん

浄
土
」
と
よ
ん
だ
。

　

賢
治
が
二
十
五
歳
の
大
正
十
（
一
九
二
五
）
年
に
日
蓮
主
義
国
柱
会
の
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
無
断
上
京
し
た
こ
ろ

に
は
、
真
宗
の
篤
信
者
で
あ
る
父
＝
政
次
郎
と
激
し
く
言
い
争
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ま
、
そ
れ
は
な
い
。「
年
譜
」

に
「
死
に
臨
む
心
の
決け
つ

定じ
ょ
うを
求
め
る
意
味
で
」
と
あ
る
と
お
り
、
心
の
死し
に

支じ

度た
く

を
と
と
の
え
る
た
め
に
親
鸞
や
日
蓮
の

往
生
観
を
語
り
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
と
賢
治
は
、
一
枚
の
半
紙
に
二
首
の
短
歌
を
墨
書
し
た
。

　

翌
二
十
一
日
午
前
十
一
時
半
、二
階
の
賢
治
の
部
屋
か
ら
突
然
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
声
高
く
唱
え
る
声
が
し
た
。

賢
治
の
容
体
は
急
変
し
、
午
後
一
時
三
十
分
に
永
眠
。
前
日
に
書
い
た
短
歌
二
首
が
絶
筆
と
な
っ
た
。

　

そ
の
第
一
首
が
標
題
の
「
方
十
里
稗
貫
の
み
か
も
／
稲
熟
れ
て
み
祭
三
日
／
そ
ら
は
れ
わ
た
る
」
で
あ
る
。

　

四
方
十
里
、
稗ひ
え

貫ぬ
き

の
み
な
ら
ず
稲
が
よ
く
熟
し
た
。
稔
り
を
祝
う
秋
祭
り
の
三
日
も
空
が
晴
れ
わ
た
っ
て
い
る
。

　

稗
貫
は
今
の
花
巻
市
あ
た
り
の
郡
名
で
あ
る
。「
稗
貫
の
み
か
も
」
は
「
稲
が
よ
く
熟
し
た
の
は
稗
貫
郡
の
み
だ
ろ

う
か
」
と
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
が
、初
句
の
「
方
十
里
」
は
き
っ
ぱ
り
と
力
強
い
。
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
の
は
「
稗

貫
の
み
な
ら
ず
、
あ
た
り
一
面
」
と
い
う
感
歎
で
あ
る
。

　

第
二
首
は
「
病
の
ゆ
ゑ
に
も
く
ち
ん
／
い
の
ち
な
り
／
み
の
り
に
棄
て
ば
／
う
れ
し
か
ら
ま
し
」

　

病
い
た
つ
きの

た
め
に
朽
ち
よ
う
と
す
る
命
だ
が
、
み
の
り
（
稔
り
・
御み

法の
り

）
に
棄す

て
る
の
な
ら
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
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賢
治
は
十
八
歳
の
こ
ろ
に
島
地
大
等
の
『
漢
和
対
照　

妙
法
蓮
華
経
』
に
よ
っ
て
法
華
経
に
目
覚
め
、
生
涯
、
法
華

信
仰
に
生
き
た
。
ま
た
、
冷
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
岩
手
で
、
無
償
で
稲
作
の
肥
料
設
計
を
お
こ
な
う
な
ど
農

民
の
た
め
に
尽
く
し
た
。
今
は
病
が
重
く
、
命
が
尽
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、「
年
譜
」
に
は
「
こ
の
年
は
米
収

一
三
二
万
石
を
越
し
た
が
、
こ
れ
は
岩
手
県
は
じ
め
て
の
大
収
穫
で
あ
っ
た
」（
九
月
十
八
日
）
と
あ
る
。
ま
さ
に
稗

貫
の
み
な
ら
ず
、
未
曾
有
の
大
豊
作
で
あ
る
。
そ
の
う
え
祭
り
の
三
日
、
空
が
晴
れ
わ
た
っ
た
。

　

こ
れ
は
た
ま
た
ま
、
そ
の
年
は
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

賢
治
が
法
華
経
の
行
者
で
あ
っ
た
な
ら
、
た
と
え
「
も
う
は
た
ら
く
な
／
レ
ー
キ
を
投
げ
ろ
／
こ
の
半
月
の
曇
天
と

今
朝
の
は
げ
し
い
雷
雨
の
た
め
に
／
お
れ
が
肥
料
を
設
計
し
／
責
任
の
あ
る
み
ん
な
の
稲
が
／
次
か
ら
次
と
倒
れ
た
の

だ
」（『
春
と
修
羅
』
第
三
集
一
〇
八
八
）
と
い
う
よ
う
な
悪
天
候
の
と
き
で
も
、
そ
の
心
象
の
空
に
は
、
ど
こ
か
に
、

き
れ
い
な
青
空
が
見
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
十
二
歳
の
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
肺
浸
潤
の
た
め
に
病
臥

し
た
時
期
に
は
、
血
が
が
ぶ
が
ぶ
出
て
口
も
き
け
な
い
状
態
で
も
、
往
診
の
医
師
に
「
あ
な
た
の
方
か
ら
み
た
ら
ず
ゐ

ぶ
ん
さ
ん
た
ん
た
る
け
し
き
で
せ
う
が
／
わ
た
く
し
か
ら
見
え
る
の
は
／
や
っ
ぱ
り
き
れ
い
な
青
ぞ
ら
と
／
す
き
と

ほ
っ
た
風
ば
か
り
で
す
。」（「
疾
中
」
詩
篇
「
眼
に
て
云
ふ
」）
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
。

　

同
時
に
賢
治
は
激
し
く
動
揺
し
て
い
た
。
同
じ
「
疾
中
」
詩
篇
の
〔
そ
の
恐
ろ
し
い
黒
雲
が
〕
で
は
「
そ
の
恐
ろ
し

い
黒
雲
が
／
ま
た
わ
た
く
し
を
と
ら
う
と
来
れ
ば
／
わ
た
く
し
は
切
な
く
熱
く
ひ
と
り
も
だ
え
る
／
（
中
略
）
き
み
は

か
ゞ
や
く
穹
窿
や
／
透
明
な
風　

野
原
や
森
の
／
こ
の
恐
る
べ
き
他
の
面
を
知
る
か
」
と
死
に
お
び
え
る
。

　

こ
の
現
実
の
両
面
を
包
摂
す
る
の
が
天
台
・
日
蓮
の
一い
ち

念ね
ん

三さ
ん

千ぜ
ん

・
十じ
っ

界か
い

互ご

具ぐ

の
法
門
で
あ
る
。
人
の
一
瞬
の
心
の
内

に
無
数
の
世
界
が
あ
る
（
一
念
三
千
）。
地
獄
界
や
修
羅
界
な
ど
の
六
道
に
も
修
行
と
仏
の
世
界
が
あ
り
、
互
い
に
内
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包
し
あ
っ
て
い
る
（
十
界
互
具
）。
十
界
互
具
は
、盛
岡
高
等
農
林
時
代
の
同
人
誌
『
ア
ザ
リ
ア
』
第
六
号
（
一
九
一
八

年
）
に
載
せ
た
断
章
〔
峯
や
谷
は
〕
に
す
で
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　

峯
や
谷
は
無
茶
苦
茶
に
刻
ま
れ
（
中
略
）
こ
の
峯
や
谷
は
実
に
私
が
刻
ん
だ
の
で
す
。
そ
の
け
わ
し
い
処
に
は
わ

が
獣ケ
モ
ノの

か
な
し
み
が
凝
っ
て
出
来
た
雲
が
流
れ
そ
の
谷
底
に
は
茨
や
様
々
の
灌
木
が
暗
く
も
被
さ
り
ま
し
た
。
雨

の
降
っ
た
日
に
こ
の
中
の
ほ
ゝ
の
花
が
一
斉
に
咲
き
ま
し
た
。

　
　

け
わ
し
く
も
刻
む
こ
ゝ
ろ
の
み
ね
み
ね
に
さ
き
わ
た
り
た
る
ほ
ゝ
の
花
は
も
。

又
、

　
　

こ
ゝ
は
こ
れ
惑
ふ
木
立
の
な
か
な
ら
ず
忍
び
を
習
ふ
春
の
道
場
。

　
　

　
「
ほ
ゝ
の
花
」
は
学
名
マ
グ
ノ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
モ
ク
レ
ン
科
の
朴ほ
お

や
コ
ブ
シ
の
花
で
あ
る
。
賢
治
の
作
品
で
は
聖

な
る
マ
グ
ノ
リ
ア
だ
。
そ
の
花
は
、
自
分
の
心
が
刻
ん
だ
険
し
い
峰
々
の
茨
や
灌
木
が
暗
く
被
さ
る
谷
底
に
春
の
雨
が

そ
そ
ぐ
日
に
一
斉
に
咲
く
。
法
華
経
「
薬や
く

草そ
う

喩ゆ

品ほ
ん

」
で
説
か
れ
て
い
る
仏
の
慈
雨
の
よ
う
に
、そ
の
雨
が
そ
そ
ぐ
と
き
、

「
こ
ゝ
は
こ
れ
惑
ふ
木
立
の
な
か
な
ら
ず
忍
び
を
習
ふ
春
の
道
場
」
で
あ
る
。

　
「
道
場
」
は
何
か
の
訓
練
場
で
は
な
く
、
経
典
で
は
釈
迦
が
成
じ
ょ
う

道ど
う

（
さ
と
り
）
を
得
た
菩
提
樹
下
を
い
う
。
そ
し
て
、

獣ケ
モ
ノの

か
な
し
み
に
閉
ざ
さ
れ
た
暗
い
谷
底
で
も
、
そ
こ
が
道
場
（
さ
と
り
の
場
）
で
あ
り
得
る
。

　

二
十
八
歳
の
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
刊
の
『
心
象
ス
ケ
ツ
チ　

春
と
修
羅
』
所
収
の
詩
「
春
と
修
羅
」
で
は
「
の

ば
ら
の
や
ぶ
や
腐
植
の
湿
地
／
い
ち
め
ん
の
い
ち
め
ん
の
諂て
ん

曲ご
く

模
様
」
の
中
で
も
、「
正
午
の
管
く
わ
ん

楽が
く

よ
り
も
し
げ
く
／
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琥
珀
の
か
け
ら
が
そ
そ
ぐ
」
し
、「
れ
い
ろ
う
の
天
の
海
に
は
／
聖せ
い

玻は

璃り

の
風
」
が
行
き
交
う
の
だ
が
、「ZY

PRESSEN

　

春
の
い
ち
れ
つ
／
（
中
略
）
そ
の
暗
い
脚
並
か
ら
は
／
天
山
の
雪
の
稜
さ
へ
ひ
か
る
の
に
／
（
中
略
）
ま
こ
と
の
こ
と

ば
は
う
し
な
は
れ
／
雲
は
ち
ぎ
れ
て
そ
ら
を
と
ぶ
／
あ
あ
か
が
や
き
の
四
月
の
底
を
／
は
ぎ
し
り
燃
え
て
ゆ
き
き
す
る

お
れ
は
ひ
と
り
の
修
羅
な
の
だ
」
と
な
る
。
そ
の
「
腐
植
の
湿
地
」
は
「
か
が
や
き
の
四
月
の
底
」
な
の
だ
が
、「
ま

こ
と
の
こ
と
ば
」
は
失
わ
れ
、
修
羅
の
「
お
れ
」
に
は
聞
こ
え
な
い
。

　

じ
つ
は
法
華
経
に
も
「
ま
こ
と
の
こ
と
ば
」
は
な
い
。
法
華
経
は
「
法
華
経
と
い
う
す
ば
ら
し
い
経
典
が
あ
る
」
と

法
華
経
を
讃
え
る
の
み
で
、
無む

価げ

の
宝
だ
と
い
う
本
当
の
法
華
経
の
内
容
は
何
も
説
か
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

わ
れ
わ
れ
が
読
む
文
字
の
法
華
経
に
「
ま
こ
と
の
こ
と
ば
」
は
な
い
の
だ
が
、
そ
の
文
字
の
法
華
経
を
読ど
く

誦じ
ゅ

し
た
り
書し
ょ

写し
ゃ

し
た
り
す
る
功く

徳ど
く

の
大
き
い
こ
と
は
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
、
死
ん
で
地
獄
に
堕
ち
た
け
れ
ど

生
前
に
法
華
経
を
書
写
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
閻
魔
大
王
に
褒ほ

め
ら
れ
て
生
き
返
っ
た
と
い
っ
た
霊れ
い

験げ
ん

譚た
ん

が
非
常
に

多
く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
『
源
氏
物
語
』「
御み

法の
り

」
の
帖
に
は
、病
の
重
い
紫
の
上
（
光
源
氏
の
妻
）

が
「
御ご

願が
ん

に
て
書
か
せ
た
ま
ひ
け
る
法
華
経
千
部
、
急
ぎ
て
供く

養よ
う

し
た
ま
ふ
」
と
あ
る
。
来
世
の
安
ら
ぎ
を
願
っ
て
僧

た
ち
に
書
写
さ
せ
て
い
た
法
華
経
一
千
部
を
急
い
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
法
華
経
を
一
千
部

も
書
写
し
た
り
読
誦
し
た
り
す
る
一
千
部
供
養
（
千せ
ん

部ぶ

会え

）
は
奈
良
時
代
に
始
ま
り
、
今
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

仏
道
は
行
ぎ
ょ
う

学が
く

二
道
（
事じ

と
理り

）
を
修
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
が
、
重
要
な
の
は
、
学
（
教
理
や
思
想
）
よ
り
行ぎ
ょ
うで

あ

り
、
実
際
の
日
々
の
あ
り
か
た
で
あ
る
。
文
字
の
法
華
経
の
読
誦
や
書
写
を
続
け
れ
ば
、
い
つ
か
は
、
文も
ん

底て
い

秘ひ

沈ち
ん

（
文

の
底
に
秘ひ
そ

か
に
沈
め
置
か
れ
て
い
る
）
の
「
ま
こ
と
の
こ
と
ば
」
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
無む

数し
ゅ

劫こ
う

の
未
来
と
も
い
う
遠
い
彼
方
に
あ
る
。
法
華
経
に
は
、
法
華
経
に
よ
っ
て
終つ
い

に
は
至
高
の
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さ
と
り
だ
と
い
う
阿あ

耨の
く

多た

羅ら

三さ
ん

藐み
ゃ
く

三さ
ん

菩ぼ

提だ
い

（
無む

上じ
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

）
を
得
ら
れ
る
と
繰
り
返
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
銀
河

鉄
道
の
夜
」
で
ジ
ョ
バ
ン
ニ
が
求
め
つ
づ
け
る
「
ほ
ん
と
う
の
幸
福
」
の
よ
う
に
、
行
く
べ
き
と
こ
ろ
を
示
す
遠
い
灯

り
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
る
。

　

賢
治
は
詩
や
童
話
を
書
き
つ
づ
け
る
と
と
も
に
、
日
々
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
を
唱
え
、
法
華
経
の
経
文

を
読
誦
し
た
。「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
は
「
筆
ヲ
ト
ル
ヤ
マ
ツ
道ど
う

場じ
ょ
う

観か
ん

奉ぶ

請じ
ょ
うヲ

行
ヒ　

所し
ょ

縁え
ん

仏ぶ
つ

意い

ニ
契か
な

フ
ヲ
念
ジ　

然し
か

ル
後
ニ
全
力
之こ
れ

ニ
従
フ
ベ
シ
」（
ル
ビ
は
筆
者
補
足
）
と
記
し
て
い
る
。

　
「
道
場
観
」
は
法
華
経
「
如に
ょ

来ら
い

神じ
ん

力り
き

品ほ
ん

」
で
釈
迦
如
来
が
人
々
に
「
あ
な
た
が
た
が
い
る
と
こ
ろ
が
道
場
で
あ
る
」

と
告
げ
る
経
文
「
当ト
オ

地チ
イ

是ゼ
イ

処シ
ヨ
オ

　

即ソ
ク

是ゼ
エ

道ド
ウ

場ジ
ヨ
ウ 　

諸
シ
ヨ
オ

仏ブ
ツ

於オ
ー

此シ
イ　

得ト
ク

三サ
ン

菩ボ
ー

提ダ
イ　

諸
シ
ヨ
オ

仏ブ
ツ

於オ
ー

此シ
イ　

転テ
ン

於ノ
ウ

法ホ
ウ

輪リ
ン　

諸
シ
ヨ
オ

仏ブ
ツ

於オ
ー

此シ
イ　

而ニ
ー

般ハ
ツ

涅ネ
エ

槃ハ
ン

」
の
こ
と
。
ど
こ
に
い
て
も
是こ

処こ

が
即そ
く

是ぜ

道ど
う

場じ
よ
う、
そ
の
ま
ま
道
場
（
さ
と
り
の
場
）
で
あ
る
。
右
の
ル
ビ
は
賢
治

が
藤
原
嘉
藤
治
あ
て
の
葉
書
（
書
簡
389
）
に
書
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
唱
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

賢
治
は
「
道
場
観
」
を
誦じ
ゅ

し
、「
奉
請
（
諸
仏
の
来
臨
を
請こ

う
文
）」
を
唱
え
て
、
そ
の
作
品
が
諸
仏
の
心
に
か
な
う

よ
う
に
念
じ
た
。
し
て
み
る
と
、
詩
や
童
話
を
書
く
こ
と
が
賢
治
の
仏
道
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
賢
治
は
母
に
「
こ
の
童

話
は
、
あ
り
が
た
い
ほ
と
け
さ
ん
の
教
え
を
、
い
っ
し
ょ
け
ん
め
い
に
書
い
た
も
の
だ
ん
す
じ
ゃ
。
だ
か
ら　

い
つ
か

は
、
き
っ
と
、
み
ん
な
で
よ
ろ
こ
ん
で
読
む
よ
う
に
な
る
ん
す
じ
ゃ
」
と
語
っ
た
（「
年
譜
」
九
月
二
十
日
）。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
迷
い
の
道
で
も
あ
っ
た
。
賢
治
は
死
去
す
る
数
日
前
、
父
に
「
こ
の
原
稿
は
わ
た
く
し
の
迷
い
の

跡
で
す
か
ら
、
適
当
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
（「
年
譜
」
九
月
二
十
日
）。

　

じ
っ
さ
い
、
賢
治
の
作
品
に
は
、
前
掲
の
〔
そ
の
恐
ろ
し
い
黒
雲
が
〕
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
な
ゆ
ら
ぎ
が

あ
る
。
日
蓮
が
本
門
の
題
目
と
し
た
妙
法
七
字
の
「
南
無
妙
法
連
華
経
」
さ
え
、『
春
と
修
羅
』
の
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
挽
歌
」



原稿断片等の中の短歌27

で
は「
ナ
モ
サ
ダ
ル
マ
プ
フ
ン
ダ
リ
カ
サ
ス
ー
ト
ラ
」と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
言
い
換
え
て
み
た
。大
き
な
逸
脱
で
あ
る
。

　

ま
た
、
科
学
者
で
あ
っ
た
賢
治
は
、
町
や
農
場
、
林
や
空
な
ど
の
森
羅
万
象
の
奥
に
あ
る
神
秘
（
西
洋
の
哲
学
や
科

学
思
想
で
神
の
理
性
と
よ
ぶ
よ
う
な
こ
と
）
を
「
た
ゞ
ど
こ
ま
で
も
十
じ
ゅ
う

力り
き

の
作
用
は
不
思
議
で
す
」（
童
話
「
虔
十
公

園
林
」）
等
と
言
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
科
学
と
信
仰
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
も
課
題
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
ゆ
ら
ぎ
の
末
に
今こ
ん

生じ
ょ
うで
の
最
期
を
迎
え
た
九
月
二
十
一
日
、
賢
治
は
「
な
に
か
言
っ
て
お
く
こ
と
は
な
い

か
」
と
問
う
た
父
に
、
表
紙
は
朱
色
に
し
て
国
訳
妙
法
連
華
経
一
千
部
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
言
い
、「
私
の
一
生
の

仕
事
は
こ
の
お
経
を
あ
な
た
の
御
手
許
に
届
け
、
そ
し
て
あ
な
た
が
仏
さ
ま
の
心
に
触
れ
て
あ
な
た
が
一
番
よ
い
、
正

し
い
道
に
入
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
書
き
添
え
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
（「
年
譜
」）。

　

前
述
の
法
華
経
一
千
部
供
養
は
、
そ
の
よ
う
な
難
行
を
し
な
く
て
も
念
仏
も
し
く
は
題
目
に
よ
っ
て
全
て
が
み
た
さ

れ
る
と
す
る
親
鸞
や
日
蓮
の
教
え
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
し
か
し
賢
治
は
、
や
は
り
日
蓮
以
前
の
平
安
時
代
か
ら
お
こ
な

わ
れ
て
き
た
法
華
経
の
埋ま
い

経き
ょ
うを
企
図
し
た
メ
モ
「
経
埋
ム
ベ
キ
山
」
を
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
に
記
し
て
い
る
。
賢

治
の
法
華
経
一
千
部
に
も
、
そ
の
よ
う
な
文
化
伝
承
の
力
が
働
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
経
本
の
表
紙
を
朱
色
か

赤
に
す
る
の
は
「
血
染
め
の
聖
し
ょ
う

教ぎ
ょ
う」
の
逸
話
を
伝
え
る
真
宗
・
浄
土
真
宗
の
習
わ
し
な
の
で
、
そ
こ
に
父
と
共
に
あ
る

思
い
を
込
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
遺
言
に
よ
っ
て
、
没
後
、
朱
色
の
法
華
経
一
千
部
が
つ
く
ら
れ
て
縁
故
の
人
々
に
配
ら
れ
た
。
受
け
取
っ
た
人

の
な
か
に
は
、
法
華
経
に
さ
ほ
ど
関
心
は
な
か
っ
た
り
、「
正
し
い
道
に
入
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
に
戸
惑
っ

た
り
す
る
人
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
宗
教
に
あ
り
が
ち
な
独
善
だ
と
も
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
よ
い
。
届
け
た
法
華
経
が
機
縁
と
な
っ
て
、「
い
ず
れ
は
も
ろ
と
も
に
、
善ス
ガ
タ逝

の
示
さ
れ
た
光
の
道
を
進
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み
、
か
の
無む

上じ
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

に
至
る
」（
童
話
「
雁
の
童
子
」、
善
逝
は
如
来
の
別
称
）。
法
華
経
「
常

じ
ょ
う

不ふ

軽き
ょ
う

菩ぼ

薩さ
つ

品ほ
ん

」
で
は
、

不
軽
菩
薩
を
石
や
杖
で
打
っ
た
人
々
で
も
、
そ
れ
が
縁
に
な
っ
て
、
二
百
億
劫
の
後
に
仏
と
値あ

い
、
法
華
経
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
。

　

賢
治
は
二
年
前
の
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
に
記
し
た
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
」
紙
片
の
短
歌
「
塵
点
の
劫
／
を
し

／
過
ぎ
て
／
い
ま
し
こ
の
／
妙
の
み
法
に
／
あ
ひ
ま
つ
／
り
し
を
」
と
い
う
思
い
を
、ふ
た
た
び
絶
筆
二
首
に
託
し
た
。

　

そ
の
二
首
の
初
句
「
方
十
里
」
は
、果
て
し
な
く
平
ら
で
「
平
び
よ
う

正じ
よ
うに
し
て
丘く
き

坑よ
う

有
る
こ
と
無
し
」（
法
華
経
「
授じ
ゅ

記き

品ほ
ん

」）

と
い
う
仏
の
国
に
つ
な
が
る
。
経
典
に
説
か
れ
る
仏
の
国
は
、
古
代
の
寺
院
や
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
両
部
曼
荼
羅
の
よ

う
に
き
ち
ん
と
方
形
を
な
す
。
今
は
稗
貫
の
み
な
ら
ず
方
十
里
、
ど
こ
ま
で
も
黄き

金ん

の
穂
波
で
あ
る
。

　

こ
の
秋
祭
り
の
三
日
、
気
象
庁
の
記
録
に
よ
れ
ば
盛
岡
の
降
水
量
は
０
mm
だ
っ
た
が
、
雲
量
の
記
録
は
な
い
。
花
巻

は
快
晴
だ
っ
た
か
ど
う
か
。
た
と
え
雲
が
多
く
て
も
、賢
治
の
心
象
は
「
み
祭
三
日
／
そ
ら
は
れ
わ
た
る
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
今
の
命
は
尽
き
て
も
、
み
の
り
に
棄
て
る
の
な
ら
、
そ
の
先
に
透
明
な
光
の
軌
道
が
延
び
て
い
る
。
そ
の
思

い
を
賢
治
は
絶
筆
二
首
の
結
句
「
う
れ
し
か
ら
ま
し
」
に
こ
め
た
の
だ
ろ
う
。

　

む
か
し
は
死
に
臨
ん
で
ま
な
ざ
し
を
来
世
に
向
け
た
も
の
で
は
あ
る
が
、  

こ
の
よ
う
な
安あ
ん

心じ
ん（「
年
譜
」
に
い
う
「
死

に
臨
む
心
の
決け
つ

定じ
ょ
う」）
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
臨
終
の
日
、
父
は
「
お
ま
え
も
な
か
な
か

え
ら
い
」
と
賢
治
を
ほ
め
、  

賢
治
は
弟
の
清
六
に
「
お
れ
も
と
う
と
う
お
と
う
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
た
も
な
」
と
言
っ
た
。

そ
れ
か
ら
母
に
「
お
か
あ
さ
ん
、
す
ま
な
い
け
ど
水
コ
」
と
水
を
乞
い
、
う
れ
し
そ
う
に
飲
ん
だ
。
そ
し
て
、
オ
キ
シ

フ
ル
を
つ
け
た
綿
で
首
や
か
ら
だ
を
ふ
き
、「
あ
あ
、
い
い
き
も
ち
だ
」「
あ
あ
、
い
い
き
も
ち
だ
」
と
繰
り
返
し
た
。

そ
の
オ
キ
シ
フ
ル
綿
が
ぽ
ろ
り
と
落
ち
た
と
き
、
潮
が
ひ
い
て
い
く
よ
う
に
賢
治
は
逝
っ
た
。
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